
授業コード M002405

科目ナンバリン
グコード M20301
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原理，機器構成，環境影響，長所短所，動向等について解説し，演習を行う。 関連資料の予習・復習、最
新の情報収集を徹底する
こと。

風力発電

原子力発電

原理，機器構成，環境影響，長所短所，動向等について解説し，演習を行う。 関連資料の予習・復習、最
新の情報収集を徹底する
こと。

太陽光発電

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

火力発電

原理，機器構成，環境影響，長所短所，動向等について解説し，演習を行う。 関連資料の予習・復習、最
新の情報収集を徹底する
こと。

関連科目 航空電子機械工学特別演習Ⅱ，航空電子機械工学特別研究

授業の目的

熱流体工学，エネルギー工学，電気化学などを基に，現代の主要電力エネルギー機器として位
置付けられている，火力発電，原子力発電，太陽光発電，風力発電，水力発電，地熱発電等に
ついて，原理，構成機器，環境影響を含めた長所短所，動向等を習得し，次世代のエネルギー
機器を創造する素地を養って貰う。

授業の概要

火力発電，原子力発電，太陽光発電，風力発電，水力発電，地熱発電の各テーマごとに，講義，
課題設定，資料・文献調査，机上検討の実施。及びレポート作成。プレゼン。

受講心得

・修士論文完成に向けた関連知識を習得して貰う。
・自発的，積極的に取り組むこと。
・５Ｓ徹底で取り組むこと。
　※毎回の授業に対し、必ず、予習、復習をそれぞれ２時間程度以上行うこと。

教科書 指定なし。適宜各種文献，書籍，雑誌，インターネット情報を用いる。

参考文献及び指定
図書

①図解エネルギー工学（平田哲夫他著，森北出版，ISBN978-4-627-67061-7)
②電気化学の基礎（魚崎浩平他著，技報堂出版，ISBN978-4-7655-0353-4)
③原子力・エネルギー図面集 （電気事業連合会）
④燃料電池の技術（西川尚男著，東京電機大学出版局，ISBN978-4-501-11520-3)
⑤燃料電池の基礎マスター（田辺茂著，電気書院，ISBN978-4-485-61007-7）
⑥熱電変換システム設計のための解析（小川吉彦著，森北出版，ISBN978-4-627-74171-3）
⑦熱電変換材料（日本セラミックス協会・日本熱電学会編，日刊工業新聞社，ISBN978-4-526-
05538-7）
⑧発酵の技法（Sandor Ellix Katz著，水原文訳，オーム社，ISBN978-4-87311-763-8）　

必修・選択区分 必修 単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

・インターネット，各種文献・書籍・雑誌からの情報検索スキルを習得すること。
・Excel，word，ppt等のパソコンアプリケーション，計算機器，計測機器の操作方法を習得すること。
・実験装置の計画，設計，製作についてのスキルを習得すること。
・効率的な実験方法の立案，実行についてのスキルを習得すること。

平成３０年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英）
航空電子機械工学特別演習Ⅰ (Aeronautical, Electronic & 
Mechanical Engineering Seminar  I )　【園田研究室】

担当教員名 園田　圭介

配当学年 1 開講期 通年
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合計欄 100点○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【知識・理解】
問題点解決のための課題・現象の理解，知識・知見，検証方法，実験方法を習得する。

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

アウトプット，プレゼンテーションスキルを習得する。

【思考・判断・創
造】

問題点解決のための的確な方法論（個人プレー，グループプレー）を習得する。

地域志向科目 該当しない

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

修論テーマに関心を持ち，積極的に自主推進する。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング

原理，機器構成，環境影響，長所短所，動向等について解説し，演習を行う。 関連資料の予習・復習、最
新の情報収集を徹底する
こと。

水力発電

原理，機器構成，環境影響，長所短所，動向等について解説し，演習を行う。 関連資料の予習・復習、最
新の情報収集を徹底する
こと。

地熱発電

原理，機器構成，環境影響，長所短所，動向等について解説し，演習を行う。 関連資料の予習・復習、最
新の情報収集を徹底する
こと。



○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

中間発表
プレゼンテーション用としてppt資料を適宜作成する。
※pptは10ページ程度で作成する。

発表・その他
（無形成果）

・中間報告会（進捗状況フォロー；各年度6月，8月，10月，12月，1月）

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 20点 20点

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

15点 15点

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
15点 15点


